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序  

相川村における、県字引胴1場整備部業に伴う哩載文化財の発掘調査も7年月を迎えるに至りまし  

た。これまでの発掘調査で得られた資料は、学了柑rl勺に貴重なものであるとともに、相川村の隠れ  

た歴史の断面を私達に垣l川見させてくれます。   

今回尖施した探津地区（14二Ⅰ二区）の発掘調査では、県内で初めての確認となる弥生時代終末期  

の環濠雉落や、従来、赤城山南耗地域では調査例の少なかった弥生時代中期後半の集落などが検  

汁‖確認されています。これらの資料は、相川村が弥生時代という殿朝刊二会の形成期に、飾矧剰こ  

あって、極めて重要な位閏を占めていたことを物語っています。   

私達は、こうした発相調査による資料を、より有効にも引IJしていきたいと考えます。粕川村の  

将来を担う子供達や村民のみなさんに、相川村の脛史を知っていただくとともに、相川村の本当  

の姿を少しでも即解していただき、郷土「斗川Il」を愛する心を育んでいただけたらと考えます。   

今回は、まだはとんどの資料が整理途上ということもあり、今年の発掘調査の概要を述べ、詳  

糾は後日の本報吾に譲るということで御容赦願いたいと似います。   

損後に、今回の発掘胴漑に際し、多大な御理研と御協力を賜った地元土地地権者のみなさんを  

はじめとして地元土地改」三とlメの役員のみなさん、さらには厳寒の巾、発掘調査に従事されたみな  

さんに感謝申しLげて序といたします。  

粕川村教育委員会  

教育長  金 井 久 研   
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例   

1．本書は昭和00卑度粕川地l天県′淵榔場照備誹潔㍑   

係る理蔵攻化肘の発裾舶査の帆要を示したもので   

ある。  

2．発掘調査を実施した遺跡は肛蠍眉桝錮桐仙l付   

保津字西迎1306－2地所在の西迎昭遺跡、l鞘昭二‡坪   

三ケ尻1111番地他に所在の押頂遺跡、Irり三ケわい1   

3′1祈地他に所在のニケ尻遺跡、IiTJ字三ケ尻111（ト1   

番地に所在のニケ尻ハ一頃、同寸二松帆IJ17日（）－2他に   

所在の松頂州遺跡の計5遺跡である。  

3．発掘調査は粕川H教湾屈※会がl闘l旧0丹度文化   

財調理国伸輔刷金及び肝常川」水卜地改良郎業新香   

託金を便‖」して実施した。  

l＝1  

′1．調作は相川H教育委員会の直営部業とし、同教   

育委い会社会教君主須小高純一▲が揖当し、調査員   

として竹内塊、ミ用＝二火が専従した。  

5．死闘儲相律川侶Ⅲ0年！）ノJ21【二‡より昭利61年1月  

11＝まで実施し、その後は＝廿J遺物の整理及び本   

書の作成にあたった（）  

（う．発仙朋狛こさいしIご言…Jの方々より御指導、御助   

言を賜わった。，ここに記して感謝伸し＿卜げます。  

イり卜克巳 井上舶用＋岩‖埼泰・内lⅢよ清  

柿沼恵介 小安朴順 斉藤基井庚爪久純   

血‖雄三 徳汁秀人 能登 他 原 雅信   

l甘偵 豊 ん鳥和犬   



発掘調査の経緯   

甘＝仰寸は、昭和53年度よりばば全村を対象として  

県営圃場杢瀾却業が実施されてきた。そJLに伴って  

理蔵文化財の発掘調暦を毎年尖施してきている。昭  

和60咋度はその第7咋次【≡！である。   

相川村は、赤城両雄にあリ1軌哉文化財の三紺iとし  

て知れている。これまでの発肺肝査でもIl欄156・57  

叶度の2ケ咋にわたって調査を実施した膳地区の仁！  

藤．J－●墳群や昭和58・5〔川二に実施したf‖lけ也区の拙文  

時代前期の遺跡群などを始めとして多くの貴琉な資  

料が検州されている。   

今年度は第レ1二Ⅰ二区（探津三ケ尻・西迎地区）と節  

12二Ⅰ二区（女i軋八幡地I亘）が二l二須該当区域とさjtた。  

この該当区域に、分布調査の紺黒、年度当初には7  

箇所の埋蔵文化財包蔵地と1基の7！r墳の〟在が予想  

されていた。当教育委員会ではこの分布調査の結果  

をもとに工卯施行者である群蟻川水上地改良訴業  

所及び地元土地改良l太との前後2回にわたる調幣を  

行った。第1回の調整では確認されている理蔵文化  

財該当他に対して二Ⅰ却粛手裾こ試掘調刊を実施する  

こととし、その結果を待って要調査地区、現状保存  

地lズの検討を行うこととした。言式据調裾ま9ノj271‡】  

より着手し、当初の理撒文化財該当他の内、′1遺跡  

について調査が必要であることがlリJらかとなった。  

これをもとに須21亘Iの調整を行い、試掘調査で確認  

された」遺跡については現状保存が不可能であるた  

め発掘訓j査が必要であることが碓認され、その後の  

員体的な．1二梓について最終的な調整が行われた。T  

jU＝こついて一脈問題となった点は、発掘調査の最終  

期限であった。二lニ車側は12月いっぱいでのl川けわた  

しを要求したが、発掘面梢、確認されている遺構の  

内容などから物理的に不可能であるため、調査終了  

後、l旭崎］二事側に開けわたすという条件で1ノ：川I旬  

ということで双ノ」一合意した。   

以仁の調整の結果、今咋度の発掘調査は西迎B遺  

跡、西偵遺跡、三ケ尻追跡、松帆Ⅰ：l追跡の小過跡に  

ついて調査を実施することとなった。しかし西原遺  

跡の調奔途小で、J浸初近世の屋敷に伴う土与…呈と考え  

ていたものがハ墳であることが明らかになったため  

その調査も合せて実施することとなった。綱査は昭  

利60年10ノ‡j211はリーブ掴fル、l】獅1161年1月14日に総  

て完了した。   

発掘綱塞面桔は16，280Il12、発掘調査日数は延85日  

参加作業員数は廷3，∠176人であった。  

9   1り   12   
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第l表 発掘調査進行表  
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第l図 発掘調査遺跡の位置図  



発掘調査の概要  

よって蓋をするというものであり、当該柑＝こは柿な  

例と考えられる。なお、住居埋二1二下層には浅間C軽  

ff（As－C）を多景に含む層が認めらjtた。   

弥黒崎代後期から古墳時代前期にかけては発掘区  

南部でノJ■形周溝墓が7基と住居1基が検出されてい  

る。住何からは棉式土拙と■■1丁式土師端とが共伴して  

州土しており、弥生時代終末期の様相を示している。  

また一郎をd号川溝真によって切られている。   

方形J．tJ溝墓7基はいずれも周溝が全周するもので  

ある。これらの内、7号基の周溝川土内に As－C  

の純層が碓認されたが、他の6基については周構内  

には As－Cの純層は検出されず、いずれもAs  

－C降卜以降の構築と考えられる。これらの周溝基  

はその規模によリ7～9Ill前後のものと4～5Ill前  

後のものとに分けることができる。   

これらの中で特に大型の4号基は、周掘の端から  

端ほでの良さで加西長16Ill、南北艮17．5111であり、発  

掘弥鮎1年の現況でも墳l壬の高まりを確認することが  

できた。周堀の沫さは最も深いところで1．4111、最も  

浅い所で0．8Illである。周期の断面形は外側の法面は  

なだらかに立ち上がるのに対し内側の墳丘側の法面  

はほぼ垂直に近い状態で立ち上がる。そのため全体  

の平面形はやや小火郡が膨らむ方形であるが、墳丘  

部は他線的なノJ■形となっている。l甜菜な傾向は他の  

2・3号墓にもみとめられる。   

了！I‘墳時代小・後期の住居は発≠区北部に7軒と向  

東紬′こ3軒の計10軒が検山されている。奈良・平安  

崎代の住屈は（川I二が発裾屠lい火刑で倹Ft1されている。   

その他の遺構として炭窯と大溝がある。炭窯は発  

掘区南西隅に検出されたむので平面形は所謂ダルマ  

形のものである。大溝は発抑＝真西端を北から南に延  

び、発掘区中央で直frjに折れ台地を切断して東の谷  

地へ抜けている。溝の上晰は山11、下桶は≠5111、探さ  

1．7111で断面形烏V字状である。溝の両側法帖こは杭  

列と考えられるピットが多数碓認できた。この溝は、  

この地に御倉厨敷があったという記録があるところ  

からそれに何等かの関係があるものと考えられる。  

しかし、‖引リj笥；をう火める資料は山．・としていない。  

．う   

1．西迎B遺跡   

（1）遺跡の位置   

西迎B遺跡は柚川車J大字深津字西迎1：う06－2番地  

他に7叶rEする。遺跡は粁＝ll村の向西部にあたり、仙  

川扇：l人地耐こ残された洪櫓台地南端郡の二、ド出面を11i  

めている∴遺跡の櫻高は1∠17111である。遇跡の東と西  

はドi然湧水の開析による谷地が形成され、南は杵ノI「  

による段丘が形成されている。遺跡の在る同じ台地  

【tlには、1帽用句後のてl「墳から成る近戸－－！】－脚洋や岬用＝  

5抽ミに－・郡調査を実施した西迎遺跡が存在してい  

る。また、遺跡の東200IllにはIH≠古文書＝こしばしば  

登ノ易する深津氏の居城と推定されている村指定史跡  

坂It川納上がある。  

（2）おもな遺構と遺物   

西迎B選別では糾文将代のlく“1し穴状の．・卜蠣8基、  

弥む時代「い期後半から奈良・平安時代にかけての住  

捕35抑、古墳時代前期の方形雄踊一等墓7基、時期不明  

の炭窯1基と大溝1条が検出されている。   

糾又l塔代の附し穴状の土城は遇跡の西側台地縁辺  

部に散在して検出されている。   

弥生時代■I明確半の住屈は15仰がi洞査地区の小火  

那に検rLはれている。これらの住居からは所謂「砥  

見町式土轟」に比定される遺物が出土することより、  

ばば同時期の所産と考えられる。また、これらの住  

居は総て焼失家屋であった。これらの什屑のlノ」、第  

13別三i渦は調査区の小火郡に位但し、狼酋長12Ill、南  

北長7Ill、深さ0．6111という極めて大型の長方形の竪  

穴式住居である。三i三杜穴は6本と考えられるが、み  

な比較的糾いものであった。また、住居照下には周  

溝が全周していた。床面は－・部を除いて・軟弱であり、  

†＝口中央にl「りかってやや下りぎみに傾斜していた。  

†封甘中央部伏面には2仰の炉ホを持った地沫炉が設  

けられており、炉ノ木は良く炊けて赤化していた。ま  

た、住居北l叫隅よりの床附こは直径′i5clll、探さ55川1  

の榊四方に州設二l二端が抑えられていた。これは底郎  

を欠損した人里璧形二日端の1∴に人型ホ形土拙の卜．半  

郡を被せ、さらにその口緑酢こ底部のみの欠肌■，いこ  



梱文化け分  

第2図 西迎B遺跡全体図  

6   



†軌廿川＝■．のエリミ態や山卜遣物などから考えてほぼ†「り  

t‡利伸こ機能していたことが考えられるr〕   

3．ニケ見遣跡   

（1）遺跡の位置   

三ケ尻遺跡皿人′㌢：深津′「：113相川用尺常佑する。  

l野焼遺跡と同じハ地上にあり、軒肛遺跡の州別50（川1  

にあたっている。遺跡の山鳥イ川川＝こよって盲′浸食さ  

れているり遺跡び）火には帖＝（）0111ほどの千手地引央んで  

西迎遺跡が†」川■l：している。  

（2）おもな遺構と遺物   

本遺糊、では′11軒の住川と2基の力’形川溝1．㌔を横山  

した（J′11仰の住居はi量一旬別けハ前期から奈良・平安時  

代にかりてのものである。．㌧j矧叶代1粧期の住居は牒  

什碓訳されたが、いずれも硯膜の小さなもので貯機  

穴や住引、－りこない（∴椚跡も数軒で碓詔し得たのみで  

あった。－ また、r軌廿日冊†：！大の北側に彿まって倹州  

されている。さ↓1に了J一明Wキ代後期から奈」辻・、ド安時  

代になると遺構放が増すとといこ、遺構烏調作区の  

仝域に拡人すか仰向をれ取‾メ‾ることができるし，2Jtl三  

〝）ノノノーラ川溝某び）理土には溝川＝1じ蛸石（八s－C）  

の綱川車ド倹甘さJLた（）   

∠1．松原旧遺跡   

（1）遺跡の位置   

松頂‖遷御仙川＝lr村人半裸津′ン’松J甜‖178（）一2番  

地他に所在する。遺跡け川川l＝こよる沖耕地l人jの、  

洪情台地と躇する部分に位置している。イJ‖川†は侵  

食がすすみi‖ルにが卜がったため、遺跡は＝借＝段丘状  

の形状を昆．する、ド揖仙である。西は洪梢否地が急に  

落ち込カ、北から束にかけて上＝川川lによって侵食  

さ」L、特に東上上ニi111捏の律となっている〔〕  

（2）検出された遺構   

木追跡は以前から鉄屑の散布地として知られてお  

り、咄ノ己の人々えいら上土「′i二物Ilり と呼ばれていたり   

調侶i鉄屑を肘いして川」∵√る10（）正作の髄l川を  

対象として′丈施した。）   

甘件の紺県∴砂礫凧境川 り込み、ローム十を即日、  

さらにH炊粧上を川いた1．6111×（）．Rlllのタ川l多の非づ；ち’  

に」lく炊けて赤化し、硬賢化した部分とそれの‥tり揃；  

に目端HりLた直：子羊二う111枠い不幣▲川ラの州り込みを検  

7   

2．西原追跡   

（1）遺跡の位置   

西婦道跡は粕川村人午沫津イニケ尻1111番地地主  

所在する。追跡は2加】ほど北を止るり，上道附ノト前橋  

組付近より、北西から両束ノノ声＝こ延びか供椚ハ地肌  

先描郡に位糾している〈）この子り山は北カ＝、J勅こかり  

ては√＝＝rl、西から枠＝こかけては吏帥州rlによって  

槻析され、lヰ‖来車情地へと緩やかに移‖している〔－  

また、杓では比較的深い谷を形成し、遺跡と5Illf榊）  

比高をもっている。ノトi員跡とIir】じ否地hハ北ノノ5川）Ill  

には59年度調在の西根ハ墳群が位椚し、県道溌津・  

伊勢崎磯を挟んで北川には5（ソト度に．抑撫を′夫施した  

後脱退跡が、また、1叫ノノ5日）111には今咋度調作を黒施  

した三ケ尻遺跡が在る。なお、本選跡吊5車1用いこ十  

場建設に伴い発掘調′l三を栗山揖した、リ，㍑描出い伊勃  

崎線の北似＝こ隣接する西棟遺跡とr■り－・の遺跡である  

と判‖析されたため5′竹1度の遺跡イ■をそJ）まま便川す  

ることにした。  

（2）おもな遺構と遺物   

今回の発1屈調査は、川場整備却牒主より新設され  

る幅（i111の道路敷郎介について究瀾用一打ト㌢失地する  

こととなった。その結黒、調理地区「人情誹引戸」・川j  

終末期の住居5軒を検川したり さ▲〕に刺州基軸紬一11く  

近くで大溝の・邦とご考・えらjLる甘込みを碓証した（，  

この人子掛こついてはその延長力‘向に捌かく．武州i‡一事ほ  

設定することによりその定子」二を把捉することがで  

き、l冊l】5車車度調布区で検糾された人満と桜続する  

ことを柵認した。また、周辺についても人溝の根性  

等の把捉を［川勺として確認調ヂfを尖仙ルた〔，以上の  

結果、本遺跡は弥牛叫代終末期から．t■墳情≠前期前  

半の環濠躾落であることが明らかになった。怜＝さ  

れた住届からは赤井戸式二し二器、仰描文上器、．1－‘J・じ卜  

師端の三署がハ伴する、赤外ノr」＝し川H椚111き批川岬††り  

をホす資料が多く倹伸さjLているnl住居川＝・．に（王滝  

†＝＝lJC瞳れ（八s－C）抄純情は価詔されてし、なし、が、  

八s－C を多量に含む栂色卜によって理没してし、  

た。環濠は卜幅2111、卜l福1m、深さ（）．HIllの晰両名  

）lラのもので、依滴1両十∬叫＝・．に＝ヒAs－CJ）紺・廿が  

碓認さjLた。また、罵■満＝常州障2カ所のJlリ＼＝状  

の切肌↓がI裾認された。本追跡で梱㍉子方lさJLた鞘濠と  



第3図 西原遺跡全体図  
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川した。また、その道溝の南側に巾甜）．5111の溝状遺㈹  

を検＝している。これらの遺鼎出目二には多量の鉄佃  

が合まれていた。特に不矧1川ケ＝購を伴う遺構から  

は火刑の鉄屑が用土守るとともに、胱＿トブロックや  

粧卜塊が多く検川された〔，   

これらのことより本遺構は製鉄遺fl隼としてとらえ  

ることができるのではないだろうか。・応、中央で  

検出された赤化した部分を炉本体と考え、長ノノ形の  

箱形炉を想定しておきたい。橡働咽瀾臣ついては洩  

問l【11う軽石i（As－11）降下以降と考え・〕jLる。   

5．三ケ尻ホ墳   

（1）遺跡の位置   

三ケ尻古墳は新川けl人手沫津三ケ尻‖1（ト1番地  

他に所在する。環濠り三溝の検山された西掠遺跡の凋  

査区の南端部で、ニケ尻の貼附）北紗こあたってい  

る。この周辺にけ補職烏という寺が仔／任したという  

伍承や黒′ンl㌻家の肘宅地跡であるという伝承が残って  

おり、調相聞始せでは本．董】◆墳をそれらに牒＝系する小  

近世の土塁ではないかと一考・えていた。∃‡りさ、調査の  

結黒、．い酎川汗二は梓ド囲l；はばとんど削］I／され、北  

三相Ii（止その仁にさらにl・．捕をしてニト塁として利用し  

た形跡を碓認した‖ また、朋査で＝＝二した退物の■い  

にはハ代人の瓦も果〃．くみうけられた。  

（2）墳丘及び周堀   

墳丘は両部分がF’川平をうけており、なおかつ、そ  

の郡分は岡城脛湘掴凋外であったため、死刑調査を  

尖施することができず、全休の形状は不l刑である。  

発州調作の所兄ではlI川はいしは前力■後lり墳の後llj  

r一寺lミと考▲えられた。加悦はFリカt‡とするならば直径35Ill  

級のものとなろう。また、墳丘州別の小掛こはIJ］筒  

埴輪列数検出した 周痛＝川面逆子川ラ1犬で巨福2．5  

111、卜Ⅷ盲il111、沫さ1．右11であり、州土上面  

には浅I川B軽イ＝As－Ii）の拙層が朝潮し  

ていた。  

（3）主体郎   

南にl／りかって俳‖けるl‘】烈ミ石の札イニf程更に  

よる横穴式石＃で玄室郎のJ末面と炎壁、側  

し即〕イ那を険し、て憺乱が宮：しい 。イ三凍の現  

〟長は小25111、イ凍肺肘奥壁付近で1．30Ill  

である。域〟するノ来耐や側壁の状態から、川  

桝すると柚無明丹）石室になるものと考え  

られるり   

拭面烏口ーム憎の他山を掘り込み3c＝前  

後の小l】j礫を敷きつめている。〕  

（4）出土遺物   

卿て■．からは＝周埴輪や形象埴輪（太刀）  

の一郎が川十している（）またイ十ポl句からは  

巾ノノ、銑鉄、⊥l一環などの鉄矧■1．∫－のほかに水  

t■－・一周裾引ル子※、腋五∴肝†ミ製閂に、ガラス  

小になどの！ミ弛一亘が多く山卜している。  

第4同 校原田遺跡全体図＋＋盛汽ミ丈しこけり／  
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第5図 三ケ尻遺跡全体図  
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昭利60年度調査の成果  

う。   

三ケ尻遺跡では古墳l掛代前期の住居が比較的まと  

まって検川されたが、それらはいずれも小型のもの  

で、肛卜遺物も少なく、炉跡や柱穴などもほとんど  

付設されないというものであった。これまでの相川  

村の発掴調査の成果からは、竪穴式住居に大型住居  

と小型住屈という二者が併存するのは古墳時代中期  

以降ではないかと考えていたが今l¢】の調甜列によっ  

て、その形成が一‖利別測ることとなった。   

松原＝遺跡では製鉄遺構が確認された。粕川村で  

はこれまでまったく検J1i例のなかったものである。  

周辺には59恥こ綱査を実施した西偵遺跡の木炭窯や  

タタラ沢という他者－が残っていることから古代から  

の鉄生／甘地としての可能怖が強い。これは「相川村  

の了！丁代＿Jの新しい側面でもある。   

以卜、今回の調査では相川村南部の深津地区が極  

めて、伝統的な殿耕集落地域であることが、あらた  

めて抑ぎ忍されるとともに、鉄生碓という灯＝rl村の新  

たな一面を知ることができた。   

61咋度は再びこの沫判り山区の榔狛こあたることと  

なる。調査にあたっては以1二のことを念班にいれて  

発掘胴査にあたっていきたい。  

今咋度は沫津西迎、三ケ尻、松脚tり也区を対象と  

して調査を実施した。その結根、集落遺跡3と里塵  

遺跡1を確認、調査した。   

西迎B追跡では赤城山南麓地域ではこれまで鮒列  

の乏しかった、弥生時代小期後半の集落を確認した。  

弥竺l三崎代lい期後半にはすでiこ粕川村に初期塵耕兢落  

が形成されていたのである。しかも、その集落は15  

軒からなり、極めて大型の住居が存在している。こ  

のことは、これまで小規模な形でしか碓認されてい  

なかった赤城山南購における初期農耕妹落のイEリノJ  

に一石を投じるものである。   

西原遺跡では弥生糊代後期後半の環濠災落を検山  

した。これは亦井戸式期終末期に該当するもので、  

当該期としては初めての検‖＝列であった。今l珂の発  

掘瀾査は部分的なものであったが、訊灘描狙狛こよっ  

て、環濠の状態や環濠内の住川の在り方など、はぽ  

その全体像を把握することができた。このことは、  

こJLまでの県内における清凱肘‡】塚追跡、折拍こ追跡  

などに代表される弥生時代小期後半の環濠集落がい  

ずJLも部分的柵認例であったのに対して、今l司の調  

査は県内では初めてのこととなった。また、今回の  

調査凋赤井戸式期の再認識にもつながるものであろ  

戯
．
1
ン
．
 
 

＿
轟
＋
．
1
 
 

邦
 
 

図版1 財迎け追跡川上の鮎牛昭代中期腰、榊）・付帯  

ノノ   



図版2  

西迎B遺跡遠景（北から） 右1∴は三ケ尻遺跡  

西迎Ii遺跡†ノド業凧iテi  

／∴’   



図版3  

西迎B遺跡13号住居 全  

l叫迎1ミ追跡13号什舟㌻1鮎設日溜   
ノ．？  



付迎1i追跡11号住舟‡三選物州二巨状態  

西迎H遺跡錮号住居 遺物出土状態  

／イ   



西迎Ii追跡車号方形川i嗣㌔ 全  景（北から）  

ノ、う   



図版6  

州原遺跡 仝  j；i（北から）  

西頂遺跡環濠 jltリ∴矧川C軽イ川純一f二状態   

ノ6  



西原遺跡2号イ津‡全  

西原追跡2片住屈 遺物出二巨1人態  西原遺跡3号住居 退物川上状態  
J7   



図版8  

三ケ屁遺跡33号住居・全  損（1二は35・36号住居）  

三ケ尻追跡10‡汁津こ 遺物出土状態及び7号住居作業風景  
／、ヾ   



図版9  

三ケ尻遺跡37り†抽「遇物山⊥状態（向から）   



図版10  

三ケ尻【！－－墳 全  景  

ニケ尻八川l昭和椚輪軋列状態  
∴Jり   



図版11  

三ケ尻■．】－－墳 イ三H用i全景   



図版12  

松原州遺跡 遠  景  

松明川1遺跡！製鉄追納全局   
22  
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1．発掘調査の経緯   

西迎遺跡は粕川村大字深津字画迎1280－3番＝地他  

に所在する。   

邪＝ll扇1大地面に域丘状に残る洪積台地の1瑚附こ位  

置する。標高は15右11である∴遺跡の西側は湧水の開  

析による谷地となっており、谷頭部分には、近世以  

来、由無溜と呼ばれるjり水仙がある。遺跡と谷地と  

の比高は10111程ある。遺跡の周辺には聖天■古墳群と  

呼ばれる古墳l掛代後期の群兢墳が存在している。ま  

た、遺跡の南100Illには、西迎の某落を挟んで昭利60  

咋度に調査を実施することとなる西迎Ⅰう追跡が二r】三  

る。   

木追跡の糞潮船町在は、その後、村全域にわたって  

実施されることとなる県営圃場整備事業に係る埋蔵  

文化相の発掘調査の先鞭をつけるものとなった。ま  

た同時に、相川村教育委員会が独和こ実施する初め  

ての発掘調査であった。ダ引鳳調査はl】獅l】54咋8月6  

日より8月17［ほでの11［＝川実施した。綱塞担当は  

当時、州川小学校に勤務していた都丸肇氏にお麒い  

し、小島が補佐した。   

遺跡発見の珊紺は、昭和5′1年6月頃、地主である  

粗怖冊乍氏によって相川村数育委員会に→連の完形  

十器が運び込まれたことによる。荻野氏によれば自  

宅の庭の偶にゴミ穴を掘るに際し完形土脱がまと  

まって＝ニヒしたという。教育委員会では、この後に  

控えているl相場堆備雉業に係る理蔵文化財の発掘調  

塞への堆備も飛来て、遺物の山仁地′・よの性格を知る  

川l勺で発裾調査を実施することとした。   

綱香は荻野氏が⊥拙を発見した箇所を11心として  

発掘区を設定し、州で1次拡購していくこととした。し  

かし、桝作による上場の撹乱が激しく、わずかに雅  

腑＝東北四隅で什居のコーナーの－・郎と考えられる壁  

の立ちトリと圭削一摘ぢ、炉跡を†1裾認したのみであった。  

ただ、＝士道物については、荻野氏の掘った穴の周  

辺や埴周溝内、炉の周辺から多く確認することがで  

きた。  
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第l国 昭和60年度調査遺跡の位置  
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2．遺構と遺物   

碓認した追捕は、住居の北西  

の隅部分であると考えられる。  

撹乱が激しく全休形を捉えるこ  

とができなかったが、荻野氏が  

州った部分は什居の北壁を含む  

一郎であることが判明した。  

†’i三居壁下には周溝が廻り、  

コーナー部分には長相川j形の  

ピットが設けられている。   

炉は地珠炉であり、炉石は検  

附されなかった。ただし、住居  

の大きさから考・えると、かなl）  

北壁よりに偏っていることや、  

焼卜層が怖かであり、灰屑も伴  

わないことから、′研i川勺なもの  

ではなかった吋給仕も考えられ  

る。   

昧両は非′さi～●に軟弱であり不lリJ  

l‡メモであった。   

土層説明  

1．附 札1  

2．耕作 卜  
第2同 位居平面図   3．黒褐色卜 C瞳イfを多く合む。しよりなく汗ソポソしていろ。  

l．掲色 巨 C軽イfを多く合L、。  

こ）．胡阻止十．1トム仁J）2i矢川湘卜である。  
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第3同 調査地区表採の縄文土器  
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第4図 住居出土の土師器川   
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0  5c川  

第5回 住居出土の土師器（2）   

目上遺物は荻野氏の発掘．＼ヲー5ノ∴く（図申にOlⅠと記  

ラl皮）を含めて、完形．■青－10、破片3であった。  

1，壷 やや下脹れの、胴の張る球形ニl火のJj舶lくと  

「くの字」に強く外反する酢‘耶を持つ。底部は小さ  

く突出している。口緑郡は頚部から廼：維「畑こ開く。  

外l妬抑蛙は胴部については糾かな刷毛状二1二具による  

調整の後、箆磨き、l二】絨部は胴部と同じ州毛状．Ⅰ二艮  

による縦方向の調整をそのまま残し、【】緑端部は偵  

撫が加えられる。内面諷盤は端面の荒れが激しく不  

明。肋二1二には怖かに砂粒を含む。焼成は良好。告面  

にはさ、l．㌔斑が有る。色調は明褐色。口径12．8、頚部径  

9．7、胴部掃大径24．1、底径6．15、嵩高2′1．2。   

2．広口盤 胴部は‥l央郡にJl達人径を持つ球形状  

である∴酢郎は如く、胴部から綬やかに立ち上がる。  

【ニト縁郡は短く、急に大きく外に折れ、頸郡から口縁  

部に至る断面形は「コの字」に近い形を呈している。  

また、胴肩部と頸部との墳には接合痕を残している。  

外面胡坐凋胴部については棚方l「りの神目封二ほ酢蛙、輔  

郡は縦坑向の刷毛調弊である。また損面烏荒れが助  

著であり、推理の剥落がめだつ。二次触必こよるも  

のか。内irl掃射砦は胴部は良く控撫が施されている。  

鮎一；l；には刷日日二ほ残す。口縁部渕剰胱 胎．七には砂  

粒を含む。焼成は良好。色調は明褐色である。「昭；  

12．1、胴部最大径13．7、底部径5．25、嵩高13．3、荻  

！け氏採取遺物。   

3．小型柿 平底の底部と虹恥伽こ聞くlこ卜緑J’てlくを  

持つ。帯壁は満い。朋掛引力外面ともに細い狸状Ⅰ  

艮に」1二る撫で諏惰㌔ 一；■伸こ肘こよる圧痕を残す。焼  

成は良好」色調は赤褐色。l1径8．95、底径4．6、器高  

3．7、荻野氏採取遺物。   

4．小型柑 胴部はややFご脹れの球形状を呈す  

る。底酌ま胴部径に対して比較的大きい。口緑部は  

やや内湾ぎみにうソニち上がる。外面誹博打＝軌■jりj）の後  

荒い磨き、内l再は胴部は撫、口縁邪心荒い刷毛状二Ⅰ二  

真による撫。全体に矧1ラや調整は粗雑である。胎土  

には砂粒を含む。色調は淡赤禍色。I＝】径7．5、胴部最  

大径8．05、底径′1．R5、岩錯乱8。   

5．小型器台 甘受部と脚部が直線的に聞くもの  

で、拙受郡と馴珊との接合部が厚い（）粉乳酢こ対し  

て脚部の径が大きい。脚部の透かしfLは3孔である。  

外面綱弊は縦ノ」一向の州かな磨き。内面調整は荒い撫。  

透かしfいよ外から内へあけられている。胎土は良く  

精選され焼成も良風㌔色調淡褐色。端受テ昭子8．1、脚  

邪径1（）．∠1、岩㌍扁7．8。   

6．小型器台 据受椰は直楓′】引こ開くが脚部はや  

や内的ぎみとなり、掛乳佃こl〔りかってれ紬伽こ立ち  

1二がる。岩罠安部と脚部との接合部は極めて薄い。脚  

部透かしfLは3子し外面調整は縦ノノ向の磨き。内面  

は掛か。胎二卜は精選されているが砂粒を含む。焼成  

は良好。色綱は栂色。㍑㍑受邪径8．2、脚郁径10．∠15、  

器高8．0である。荻野氏採取遺物。   

7．台付き盤 胴部はやや」∴lこ‘に津銅Lた球形であ  

る。しl縁部は甜部からくの字に倍＝川し、やや内湾ぎ  

みに煩く立ち卜がり、【二卜唇端i郎をつまみt■．げる。わ  

■Jごかに川部から【二】緑下端部にかけて段をもつ。炉肝Ii  

は小さく「ハの字形」に閃く。外l情朋勘測‖J邪か・〕  
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脚部は縦方向の擦病状の川毛l】し，I二1縁部構撫。内面  

は丁寧な横ノJ‘ドリの撫。胎土には砂粒を合む。色削淡  

褐色。外面には累斑有り。口径17．0、鮒部礎1′l．9、  

胴部最大径20．55、脚部径8．95、船高23．5、脚部吊れ  

8。   

8．台付き盤 胴部はやや卜下に潰れた球服であ  

る。lニト緑部はぎな招一；から跡こ立ちl二がるが拙邪心やや  

外反ぎみとなる。l1緑郁は比較爪高い。脚部は山裾  

的に「ハの才」晰こ閃く。外面献闇汁摘l】かい縦から  

斜め方向の托磨きが拙著である。内l如はl1緑部は他  

方向の箆磨き、胴部は1▲寧な伽、朋朝日川村J■向の川  

毛口調整が施される。胎二1二は紺選さJL、焼成烏良好。  

色調は淡褐也。外相¶附こは吹きこぼれ娘が残る。  

l1径13．9、軸邪径11．7、胴部摘人径17．05、脚部径り．  

3、器高22．75、脚部高5．25、荻野氏採取遺物。   

9．蛮 胴部はやや上下に延びた射lラである。し＿」  

縁邪は短く、期郎から緩やかに外反しながら立ち1  

がり、端部でやや内湾する。また、二J穀にわたって  

接合痕を残▼㌻。外面綱幣は縦方向の箆削り。内所＝J  

縦方向の掛こよる撫が施される。全体に調整、鮒lラ  

とも川棚である。胎二11には砂粒を含む。色綱は淡胡  

禍也。口径11．65、胴部ノl遠大径11．95、底径∠l．6、邪菌  

14．9。荻野氏採取遺物。  

10．小型台付蛮 胴部は卜．卜1こ潰れた球形で、l＿J  

縁部は緩やかに外反しながら立ち上がる川冊附灯ハ  

の字」拙こl描く。鞘郎には三辿1卜の脈：1人文を回申樟  

施す。胴部1二三‡与部にかけては頸i－iliと同一二工員による  

櫛jl■l‘i波状文が施されている。器1巾は内外面ともにか  

なり荒れている。外面調整は桃撫。胎．卜には砂を多  

く含む。色調は淡褐也。口径9．35、頸郁径8．2、胴部  

最大径10．25、脚部径7．1、拙高12．25、榊郎高3．2。  

11、13は一司一個休と考えられ、かなり人型の壷の  

一郎と児われる。榊描の波冊文と簾状文が施されて  

いる。胎」∴は桝還されている。色調は淡補色。12は  

仰描の波状文が施さJLたもので、胎上は砂を多く合  

む。色調は赤褐色。   

以llの遺物は、冴‡6図の迫物日土ニ」人態l冥はり、r■り  

一過梢からの－・括山土遺物として捉えることができ  

る。しかも、これらの遺物には弥生‖封（後期の樽式  

二Ⅰ二拙の系譜や赤井戸式二卜岩㍑の系紬こ連なるものと．1，・  

式土師端の系撒こ連なるものという3者が混在して  

いる。   

この資料が確認された当時では、これらと同様な  

様相を示す資料の幸ほ例はほとんどなかった。その  

後、相川村内でら赤外戸式二巨船の良好な－・j．憎料が  

ヰ剣1HりL、・郎の資料は、本選跡の山二手．鰯料と同様  

な様相を示すものが増加した。他の近接了冊」‘村の調  

査でもこJLらの資料烏増加しつつある。小島はこれ  

らの資料について、赤井戸第1Ⅰ棚という編咋的位閑  

付けを与・えたことがある。これは明らかに和也の二卜  

据の系言11ilの小で位闘寸けることができないものをそ  

の一打遺物の小こ合む資料茂、それまで弥生‖軒℃を  

将式二日購・赤外戸式土器、了ナ．▲式二＝帥端をS字拙二1緑  

子㌻付鮒こ代表される石＝川式土拙というような考え  

力‘に対して、確尖に’占▲墳‖射いこまで弥生土船が残る  

ということを示したものであった。   

本－・桔資料についても同様な評価が与え．ンれるだ  

ろう。ただし、第1図2の広口碧…（ホP）や第5図  

9の狛こついては赤井戸れ11Ⅰ期としたものより後＝  

のものと考えられる。  

ま と め  

この昭和54叶に実施した西迎遺跡の発榔凋査は相  

川村にとってl山朝川勺なものとなった。この発掘網漁  

をステップ台として、以後8年にわたって実施する  

こととなった圃場空酬網1業にかかる埋蔵文化財の発  

掘は、他の巾l町村に負けることのない実紡を上げる  

ことができた。柚川村教育委員会にとっては記念す  

べき雅据第一号である。   

調動こあたり巨地発掘の御難研と御協ノ」を賜った  

地主の荻軌刑′lり美、調査・い、さし入れなどを戴いた  

小島政タJJ引こ心より御礼巾し上げる。また、炎天下  

のなか調査に参加していただいた北爪市川i、宮崎高  

志、笠原茄子、渡辺奥津子、高楠昌志の諸氏にはこ  

こにi了己して感需帥Ilし＿11げます。  
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